
弘前圏域定住自立圏連携事業進捗状況（平成２４年度上期）

事業名 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

急患診療所の運営

休日在宅医診療

福
祉

子育て支援の充実
【特別保育事業】

弘前市が実施している下記の事業につい
て、関係市町村の住民に対象を拡大した子
育て支援策を実施する。
１）一時預かり事業（必要に応じた一時的な
保育サービス）
２）休日保育事業（日曜・祝日に係る児童の
保育サービス）
３）地域子育て支援拠点事業（子育て親子
の交流、子育てに関する相談・援助、子育
て関連情報の提供、子育てに関する講習
等）

特別保育事業の実施 実施済

・特別保育事業を他市町村の住民が利用で
きる環境は調整済。
・補助金を受け当該事業を実施している各
保育所が、他市町村の住民についても個別
に相談を受け、対応している。

56,141,000円

①ビジョン
どおり実施

②ビジョンより
遅れている

③その他

保育所への広域入所などを通じて関係市町
村と連携しており、今後もさらに特別保育事
業の相互利用や子育て支援に係る情報交
換等について連携を図るとともに、圏域市町
村に対し住民へのＰＲを呼びかけたい。

提供可能食数等検討
及び検証

小学校実施計画

小学校実施準備

小学校給食実施

専門家の配置

見本市への出展

ニーズ調査検証

情報発信

予算額

1,500,000円

①ビジョン
どおり実施

②ビジョンより
遅れている

③その他

１０月中に（仮称）弘前圏域定住自立圏観光
推進協議会を組織し、下記のとおり圏域に
求められている観光ニーズを調査し、検証
するとともに、観光商品を開発する首都圏の
旅行代理店等へ効果的な情報発信を行う。
①地域連携観光資源調査事業
首都圏旅行代理店への情報発信を行うべ
く、圏域内の市町村及び観光関係諸機関と
連携して地域資源を調査し、周遊ルートを構
築する。
②首都圏旅行代理店販売促進事業
地域連携観光資源調査事業により構築した
周遊ルートを首都圏旅行代理店担当者に対
しＰＲを行い、広域観光商品の造成を行う。

2,700,000円

①ビジョン
どおり実施

②ビジョンより
遅れている

③その他

・事業所、生産者訪問を通じ、アドバイス、
コーディネート活動を継続して実施する。
・事業所、生産者の商品開発力の向上を図
るため、農産加工ビジネス講座を開講した。
・次年度以降の見本市出展に向けた状況を
調査するとともに、「アグリフードＥＸＰＯ東京
2012」において、圏域内出展者１３社のサ
ポートを行った。
・圏域の連携事業として、２月に大阪で開催
される展示商談会に出展する。

観
光
振
興

広域観光商品の充実
【広域観光商品化情報
発信事業】

首都圏等の旅行代理店や交通事業者など
に対し、下記の事業を実施する。
・津軽エリアに求められる広域観光商品に
ついてのニーズ調査
・広域観光商品化につながるよう情報発信

未着手

従来から実施している広域連携事業との業
務整理、関係自治体との調整及び観光事業
者との協議を行い、協議会設立の準備を進
めている。

産
業
振
興

食産業の育成
【農商工連携・６次産業
化促進事業】

・食産業に精通した民間の専門家を配置
し、圏域の事業者が取り組む加工品開発へ
のアドバイスや異業種とのマッチングなどの
コーディネートを行う。
・農商工連携・６次産業化の取り組みにより
開発した加工品の販路開拓のため、県内外
での見本市等への出展によるテストマーケ
ティングを実施する。

実施済

・４月から外部専門家（味の素出身）を委嘱
し、事業所、生産者に対するアドバイス、
コーディネート活動を実施している。
・９月末現在、３１事業所延６８件の相談に
対応し、技術相談やビジネスマッチング等に
成果を上げている。

１１月５日に、平成２４年度第１回弘前圏域
定住自立圏連携施策検討会議（医療部会）
を開催し、平成２５年度の負担金の配分及
び連携方法等を協議する予定。

教
育

学校給食の充実
【学校給食充実事業】

・弘前市の学校給食センターで可能な調理
食数について、弘前市内の自校式校の給
食センターへの移行時期を考慮し、将来的
に提供可能な食数を見込んだうえでスケ
ジュールを策定する。
・実施時期に合わせて、給食センター及び
給食受入校の改修工事、給食配送車や食
器等の購入を行う。

着手

・黒石市で現在進めている黒石市立小・中
学校の適正配置計画（統廃合）は、地域との
合意が難しいことから思うように進んでいな
い状況であるが、事業は共生ビジョンの計
画どおり進めていく予定。
・黒石市の小学校に給食提供を行う東部給
食センターにおける現在の提供可能食数を
検討した。
・黒石市の小学校への給食提供実施計画に
ついては、１１月に連携施策検討会議を開
催し、小学校の統廃合の現状や今後の進め
方を協議する予定。

0円

①ビジョン
どおり実施

②ビジョンより
遅れている

③その他

・黒石市立小・中学校の統廃合の推移を見
ながら、黒石市教育委員会と連携を取り、計
画の見直しを含め検討する。
・平成２５年度から相馬中学校（自校式給
食）がセンター方式に移行されることや、他
の自校式給食実施校のセンター方式への移
行時期を考慮するとともに、児童生徒数（提
供食数）の推移等を検証しながら、引き続き
黒石市への給食提供実施に向けた検討を
継続して進めていく。

評価 今後の予定

生
活
機
能
の
強
化

医
療

救急医療体制の維持及
び充実
【休日及び夜間における
一次救急診療事業】

弘前市が弘前市医師会、歯科医師会に指
定管理及び委託して実施する休日・夜間急
患診療体制（弘前市急患診療所）、休日在
宅医診療体制を維持するとともに、その充
実を図る。

実施済

平成２４年４月１日付けで締結した「弘前圏
域定住自立圏協定に基づく弘前市急患診
療所管理運営費負担協定書」に基づき、平
成２４年６月中に、圏域市町村から負担金を
徴収し、圏域全体で急患診療所及び休日在
宅医診療事業の維持・充実のための取り組
みを行っている。

分野
連携施策名
【連携事業名】

事業内容
スケジュール

進捗状況 取組内容

16,461,000円

①ビジョン
どおり実施

②ビジョンより
遅れている

③その他

資料５ 



弘前圏域定住自立圏連携事業進捗状況（平成２４年度上期）

事業名 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度
予算額 評価 今後の予定分野

連携施策名
【連携事業名】

事業内容
スケジュール

進捗状況 取組内容

課題等の整理

備蓄計画の策定

物資整備・運用開始

実施要領検討

県防災訓練への参加

合同訓練実施

合同研修会実施

実施設計

建設工事

・圏域住民や利用者へのアンケート等によ
る生活移動の実態を調査し、圏域の公共交
通に関する現状分析や課題の抽出を行う。
・圏域全体としての公共交通体系のあり方
と、効率的かつ効果的な対応策等をまとめ
た地域公共交通の基本計画を策定する。

公共交通計画の策定 着手

・６月２９日に、担当者レベルでの打合せ会
議を開催し、計画策定のスケジュールや弘
前圏域地域公共交通会議の設置、会議委
員の構成について検討した。
・７月３０日に、第１回弘前圏域地域公共交
通会議を開催し、計画策定のスケジュール
と担当者レベルでの弘前圏域地域公共交
通計画策定分科会の設置を決め、委託業
者の決定方法についてプロポーザルを実施
することを決めた。
・８月３１日に、プロポーザル審査会を実施
し、委託業者を決定した。

10,000,000円

①ビジョン
どおり実施

②ビジョンより
遅れている

③その他

弘前圏域公共交通計画の策定に向けて、開
催時期は未定（１０、１１、１２、２月の４回を
予定）であるが、必要に応じて委託業者を交
えて弘前圏域地域公共交通会議や弘前圏
域地域公共交通計画策定分科会を開催し
ながら進めていく。

公共交通利用ＰＲパンフレット等の配布や、
各市町村の広報誌及びホームページなど
の広報媒体を活用して、圏域住民の自発的
な公共交通利用を促すためのモビリティ・マ
ネジメント等の取組を実施する。

利用啓発活動の実施 着手

公共交通利用促進ＰＲパンフレット印刷業者
が決定し、パンフレットの掲載内容について
８月中旬から９月中旬にかけて印刷業者と
打合せを実施した。

3,000,000円

①ビジョン
どおり実施

②ビジョンより
遅れている

③その他

１０月末を納期としてパンフレットを作成して
おり、関係市町村と配付日程について、１０
月３０日に弘前圏域地域公共交通計画策定
分科会を開催し協議したうえで、配布しＰＲ
する予定。

合同研修の実施

圏域職員政策提言事
業

1,020,000円

①ビジョン
どおり実施

②ビジョンより
遅れている

③その他

・圏域職員政策提言事業
　１０／３１（定例研究会）、１月（定例研究会
（予定））、２月（報告会（予定））
・中堅職員研修
　１０／１６～１９
・文書作成力向上研修
　１／１８（予定）
・メンタルヘルス研修
　１／２５（予定）
※次年度の合同研修項目及び研修実施の
方法についての見直し案を各市町村担当者
と意見調整予定。

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

圏
域
市
町
村
の
職
員
等
の
交
流

圏域市町村職員の育成
【圏域職員合同研修事
業】

①圏域市町村職員との合同研修を実施す
る。
・中堅職員研修、メンタルヘルス研修、文書
作成力向上研修など
②圏域における共通の行政課題や推進事
業について、圏域市町村職員がともに調
査、研究を行い、提言できる機会を創出す
る。
・圏域職員政策提言事業

着手

下記の研修等を実施した。
・地域発信力向上研修
　７／１０～１２（前期）、８／２８、２９（後期）
・圏域職員合同セミナー
　７／２５
・圏域職員政策提言事業
　７／２７（オリエンテーション）

①ビジョン
どおり実施

②ビジョンより
遅れている

③その他

社会資本整備総合交付金交付申請手続、
今年度の実施すべき事業である詳細設計
等の発注を急ぎ、事業の進捗を進めるよう
に鋭意努めていく。

結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

地
域
公
共
交
通

圏域広域公共ネットワー
クの再構築及び利用促
進
【弘前圏域公共交通計
画の策定、公共交通利
用促進のためのＰＲ活動
の実施】

①ビジョン
どおり実施

②ビジョンより
遅れている

③その他

今年度の事業については全て実施済である
が、平成２５、２７年度に実施を予定している
合同研修会について、広域防災体制の重要
性から研修内容や時期などの検討を進めて
いくこととしたい。

環
境

し尿処理の広域化
【し尿・浄化槽汚泥等共
同処理事業】

弘前地区環境整備事務組合と黒石地区清
掃施設組合のし尿処理施設で処理している
し尿及び浄化槽汚泥処理について、施設の
老朽化・処理能力の低下に伴い、両組合の
圏域のし尿等を、ＭＩＣＳ事業（汚水処理施
設共同整備事業）の枠組みにより県流域岩
木川浄化センター内に「し尿等希釈投入施
設」を建設し、下水処理場での一括した共同
処理に取り組む。

着手

・４月２０日に、し尿等希釈投入施設建設負
担金における各市町村の起債申請の確認
をした。
・５月１１日に担当課長会議を開催し、事業
概要と県との協定書の締結について説明し
た。
・現在の下水道施設の臭気の問題で、地元
町会とし尿等希釈投入施設建設に係る協議
が整わず、しばらく詳細設計等の発注がで
きない状態にあったが、話し合いの結果、９
月２８日に了解が得られた。

25,000,000円

合同防災訓練等の実施
【８市町村合同防災訓
練、８市町村防災担当職
員合同研修】

・合同総合防災訓練の開催
※青森県総合防災訓練開催時を除き、基本
的には弘前市総合防災訓練への参加とす
る。
※その他にも、各市町村開催の総合防災訓
練にも参加する。
※各市町村単独の総合防災訓練の実施を
妨げるものではない。
・合同研修会の実施（図上訓練や有識者等
による講話等の開催）

実施済

・合同防災訓練については、平成２４年度は
青森県総合防災訓練が８月に弘前市で開
催されたことから、それに圏域市町村が参
加した。
・次年度以降に実施する８市町村合同防災
訓練の実施要領については、平成２３年度
弘前市総合防災訓練の実施要領をもとに案
を検討した。

1,313,000円

弘前市では、今年度、広域備蓄体制の整備
を進めるにあたっての課題整理を含め、総
合的な防災対策を進めていくための基礎資
料とするため、「防災アセスメント」を実施し
ているところであり、それによる被害想定の
中で算出された被災者等の人数を参考に、
今後備蓄数等の基準となる「備蓄計画」を策
定し、備蓄体制の整備を進めていくこととし
ている。

350,000円

①ビジョン
どおり実施

②ビジョンより
遅れている

③その他

「防災アセスメント」により得られた結果等を
もとに、圏域における備蓄体制の構築を圏
域市町村、県と連携を図りながら整備してい
く予定。

生
活
機
能
の
強
化

地
域
防
災

広域備蓄体制の整備
【広域災害に対応するこ
とができる備蓄拠点の整
備】

・様々な災害態様を想定し、必要な備蓄物
資の内容・数量等を確保する。（県が整備す
べき内容について県へ提示）
・備蓄拠点となる建築物等の位置、規模、管
理方法等の検討・協議を行う。
・広域備蓄計画を策定する。
・備蓄物資の使用等に関する取決め等を検
討する。（使用時の現物による負担等）

着手


